
問 地域包括支援課
　 （地域包括支援センター）

（25）8150
（25）5490

問地域医療支援部　 （36）0220（代）

問保険年金課　　　 （25）8137
　大津年金事務所　 077（521）1789とるからあ国 保 年 金

清水健氏によるチャリティー講演会
　「大切な人の想いとともに．．．」を開催します！
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認知症の人の立場になって
考えることが大切。地域で 
の見守りが大切だと思った。

認知症の人は不安で
困っているとわかっ
た。助けてあげたい。

平成30年度
新任医師の紹介

　入院予定の患者さん
に外来受診時から関わ
り、入院に対しての不
安などをお伺いし、入
院生活や退院後の生活
を安心して送っていた
だけるよう支援します。
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　診療所・病院・訪問
看護・ケアマネージャー
など、多職種と連携し
ていく要となるところ
です。入院前から退院
まで、切れ目のない医
療を支援します。

　病気やケガなどから
生 じ る 不 安 や 健 康 上
の問題、がんと診断さ
れた方へのトータルサ
ポートを、専門のスタッ
フが行います。

　４月１日から、従来の地域医療連携室が「地域医療連携室」「入
退院支援室」「患者相談支援室」の３つに分かれ、それらを総括
して地域医療支援部となりました。
　各室において、看護師とＭＳＷ（医療ソーシャルワーカー）が
中心となり、皆さんが住み慣れた地域で、安心して暮らしていた
だけるよう医療の充実を図ります。

専門分野： 小児科全般
経歴：京都大学医学部医学科を卒
業後、公益財団法人田附興風会医
学研究所北野病院小児科、国立精
神・神経医療研究センター小児神
経科にて医師（研修医）を経て、
当院の小児科医師に就任。

　高島市の子どもたちの笑顔が増
えるように精一杯がんばっていき
たいと考えています。どんなこと
でも不安に感じられれば、気軽に
受診してください。
　どうぞよろしくお願いします。

入退院支援室 地域医療連携室 患者相談支援室

0570（05）4890

　【ナビダイヤル】

予約受付専用電話番号

　（予約のお申し込み電話番号）

【小児科医師】
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とおる

高島市民病院

　全国の年金事務所では年金請求手続
きや年金受給者の方の予約相談を実施
しています。
　今回、予約の電話がつながりやすく
なるよう、予約受付専用電話番号を新
たに開設しました。ぜひ、ご利用くだ
さい。

◎予約の受付時間は、８時 30 分～ 17 時 15 分です。
　（土曜日、日曜日、祝日、および年末年始は除きます。）
◎当日の予約はできませんのでご了承願います。
◎お申し込みの際には、年金手帳や年金証書の基礎年金

番号をお伝えください。

【予約相談の受付時間帯】
◆月曜日：８時 30 分～ 18 時
※月曜日が祝日の場合は、翌営業日に

18 時までお受けします。
◆火～金曜日：８時 30 分～ 16 時
　（祝日、年末年始は除きます。）
◆第２土曜日：９時 30 分～ 15 時

３つの柱で地域医療を支えます３つの柱で地域医療を支えます３つの柱で地域医療を支えます

地域医療支援部地域医療支援部

年金請求手続きなどの相談は予約相談をご利用ください年金請求手続きなどの相談は予約相談をご利用ください

←こちらの二次元コードからも
お申し込みできます。

９月８日㊏　10時 30分～ 12時（10時開場）
高島市民会館

とき

ところ

内容 　元読売テレビアナウンサーであり、妻との闘病生活を綴った「１１２
日間のママ」の著者である清水健氏の講演会を開催します。
　読売テレビを退社後、一般財団法人清水健基金を立ち上げ、入院施
設の充実などに取り組む団体などへの支援をされています。
　今回の講演会を通して「がん」について、考えてみませんか？

その他 ●参加費 ( 入場料 )
　高校生以上：５００円　中学生以下：無料
●募集期間
　７月～８月末　（定員になり次第締め切り）
●申込方法
　・メール　kyousitsu@city.takashima.lg.jp
　・ＦＡＸ
　（必要事項は、お問い合わせください）
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問健康推進課　 （２５）８０７８
　　　　　　　 （２５）５６７８

kenko@city.takashima.lg.jp


